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〔表題〕　山地湿原の発達史と古環境
〔梗概〕　関東地方北部から東北地方南部の山地には，山
頂の平坦面や尾根筋に数多くの湿原が発達している。湿
原には，湖や沼地が埋め立てられてできる陸化型の湿原
と，地表面が何らかの原因で過湿になり形成される沼沢
化型の湿原があり，それぞれ成因と発達史が異なるが日
本の山地湿原の場合は，降雪量と残雪時期が湿原の形成
に大きく関与していると考えられている。
　本年度は調査地域の山地に形成されている山地湿原の
発達史と古環境を明らかにするため，湿原堆積物を採取
し花粉分析を行なった。その結果，最終氷期から完新世
にかけての植生変化と湿原の発達史について多く資料を
得た。
　調査地域は，尾瀬ヶ原周辺地域と，大規模な火砕流台
地上に湿原が発達する南会津2のつの地域に分けられ
る。
　関東地方北部地域：日光戦場ケ原，鬼怒沼，会津駒ケ
岳，会津田代山，平ケ岳に形成された湿原で調査を行な
った。
　この地域の山地湿原は，ほとんどが完新世に形成され
た新しい湿原であるが，湿原の形成時期に違いが見られ
た。湿原堆積物の花粉分析，年代測定，火山灰分析の結
果からこの地域の山地湿原の発達史は次のように考えら
れる。
　今から約6千年前の完新世のもっとも温暖であった時
期に，帝釈山脈の稜線上に，鬼怒沼と，田代山湿原が形
成された。次いで，4千年前ごろには，戦場ケ原がで
き，2千年前ごろに平ケ岳，会津駒ケ岳に湿原が形成さ
れた。これらの湿原は沼沢化型湿原であることから現在
よりも降水量の多い湿潤な気候であったことが予想され
た，また，湿原の形成時期が，太平洋側から日本海側に
むけて新しくなる傾向が見られた。
　東北地方南部地域：この地域では，矢の原，宮床，駒
止の3つの湿原で調査を行なった。既に報告したように
矢の原湿原は約8万年間の連続した堆積物を有する陸化
型の湿原である。宮床湿原も，陸化型湿原であるがほぼ
2万年前頃形成されたものと考えられる。駒止湿原は約
1．5万年前に形成された沼沢化型の湿原である。この3
つの湿原は矢の原，宮床，駒止の順に形成されている
が，矢の原，宮床のような陸化型湿原から駒止のような
沼沢化型湿原に湿原の成因が変化したことは，最終氷期
の末期に環境変化が起こったことを予想させる。
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